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防災行政無線の定時放送市内全域一元化
所得税の確定申告は便利なe-Taxで
障害者や高齢者を対象に
タクシー・バス料金を助成します
子ども手当の申請はお済みですか

4月1日（日）から
支所の名称が変わります
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表紙作品を募集しています
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「2月のパーマーズファーム」

和田　剛志さん
（7頁に紹介記事）



４
月
１
日
（
日
）
か
ら
富
山
地
域
セ
ン

タ
ー
と
富
山
協
働
推
進
室
は
、
富
山
公
民

館
に
移
転
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
現
在
の
富
山
支
所
は
、
小
規
模

特
別
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
改
修
し
ま
す
。

富
山
以
外
の
地
域
セ
ン
タ
ー
（
三
芳
・

2 2012年2月号

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
千
倉
支
所
を
除

く
５
つ
の
支
所
は
出
張
所
に
な
り
ま
す
。

業
務
は
証
明
の
発
行
や
、
申
請
書
類
の
本

庁
へ
の
取
り
次
ぎ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

千
倉
支
所
は
引
き
続
き
支
所
と
し
て
業

務
を
行
い
ま
す
。
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・

和
田
地
区
の
市
道
管
理
や
街
路
灯
、
遊
歩

道
な
ど
の
管
理
も
行
い
ま
す
。

新
し
い
名
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
は
　

富
山
公
民
館
内
に

白
浜
支
所
内
の
事
務
室
の
配
置

が
変
わ
り
ま
し
た

富山地域センターと富山公民館周辺の地図

白浜支所（１階）

行
政
改
革
推
進
室
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４
月
１
日
（
日
）
か
ら

支
所
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

至 鋸南町 

● 

 JA 
富山支店 

至 館山市 

富山地域センター 
　 

富山公民館 

富山支所 
現在の 

富山ふれあい 
スポーツセンター 

国
道
　
号 

127

白
浜
支
所 

白
浜
協
働
推
進
室 

旧事務室 

出入口 

支所の新しい名称と機能 

 

現在の名称 

富山支所 

三芳支所 

白浜支所 

千倉支所 

丸山支所 

和田支所 

新しい名称 機　能 

出張所 

出張所 

出張所 

支　所 

出張所 

出張所 

富山地域センター 

三芳地域センター 

白浜地域センター 

朝夷行政センター 

丸山地域センター 

和田地域センター 

富山公民館

白浜支所窓口の様子

白
浜
・
丸
山
・
和
田
）
と
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
の
場
所
は
、
現
在
の
支
所
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。



が
必
要
で
す
。

※
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、
電
子
証

明
書
の
取
得
（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
な
ど
の
事
前
準
備

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

館
山
税
務
署
　
蕁
22
│
０
１
０
１

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

問
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防
災
行
政
無
線
の
定
時
放
送

市
内
全
域
一
元
化

内
房
・
白
浜
地
区
で
も
屋
外
拡
声
機
か
ら
放
送

所
得
税
の
確
定
申
告
は
便
利
な
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

で

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
と
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
自
宅
か
ら
税
務
署
に
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
）
に
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
広
報
紙
の
ほ

か
、
朝
・
昼
・
夜
の
防
災
行
政
無
線
定
時

放
送
で
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

定
時
放
送
は
合
併
前
に
引
き
続
き
旧
町

村
ご
と
に
録
音
し
て
放
送
し
て
い
る
の
で
、

同
じ
内
容
を
伝
え
る
の
に
７
倍
の
手
間
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

効
率
化
を
は
か
り
、
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
た
め
、
３
月
１
日
（
木
）
か
ら
全
市
一

斉
放
送
に
切
り
替
え
ま
す
。

繰
り
返
し
放
送
を
実
施

今
ま
で
は
繰
り
返
し
て
放
送
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
聞
き
漏
ら
し
を
防
ぐ
た

め
に
内
容
を
２
回
繰
り
返
し
て
放
送
し
ま

す
。
２
回
目
は
概
要
の
み
で
す
。

室
内
と
屋
外
の
両
方
か
ら
放
送

こ
れ
ま
で
の
定
時
放
送
は
、
富
浦
・
富

山
・
三
芳
・
白
浜
地
区
で
は
戸
別
受
信
機

だ
け
で
、
千
倉
・
丸
山
・
和
田
地
区
で
は

戸
別
受
信
機
と
屋
外
拡
声
機
の
両
方
か
ら

放
送
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
市
内

全
域
で
、
戸
別
受
信
機
と
屋
外
拡
声
機
の

両
方
か
ら
放
送
が
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。音

声
の
反
響
に
対
応
す
る
た
め
、
間
隔

を
あ
け
て
ゆ
っ
く
り
と
放
送
し
ま
す
。
屋

外
放
送
を
う
る
さ
い
と
感
じ
る
人
も
い
ま

す
。
内
容
を
限
定
し
、
簡
潔
に
放
送
し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
内
容
を
掲
載

定
時
放
送
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲

載
し
、
放
送
時
に
不
在
で
も
内
容
が
分
か

る
よ
う
に
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
は
広
報
紙
中
心
に

定
時
放
送
の
場
合
、
１
回
３
分
以
内
と

い
う
放
送
時
間
の
制
約
や
、
そ
の
場
に
い

な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け
定
時
放
送
で
は
な
く
広
報
紙

で
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

情
報
推
進
課

蕁
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①
24
時
間
い
つ
で
も
申
告
可
能

確
定
申
告
期
間
中
は
税
務
署
に
行
か
な

く
て
も
、
自
宅
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
24
時
間
直
接
申
告
で
き

ま
す
。

②
還
付
の
処
理
が
早
く
な
り
ま
す

通
常
６
週
間
程
度
か
か
る
還
付
申
告
の

処
理
期
間
が
、
３
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。

③
最
高
４
０
０
０
円
の
税
額
控
除

本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
添

付
し
て
電
子
申
告
し
た
場
合
、
平
成
23
年

分
の
所
得
税
額
か
ら
最
高
４
０
０
０
円
が

税
額
控
除
さ
れ
ま
す
（
こ
の
控
除
の
適
用

は
、
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
23
年
分
ま
で

の
間
で
１
回
の
み
で
す
）。

④
添
付
書
類
の
提
出
省
略

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
、

一
定
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限
か
ら

５
年
間
は
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
管

防災行政無線の屋外拡声機

3月から

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
な
ど

の
納
税
に
は
、
安
全
で
便
利
な
振
替
納
税

を
お
勧
め
し
ま
す
。

振
替
納
税
を
利
用
す
る
に
は
、「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
　
　
　
４
月
20
日
（
金
）

・
消
費
税
な
ど
　
４
月
25
日
（
水
）
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障害者や高齢者を対象にタクシー・バス料金を助成します
障害者に対する福祉タクシー料金助成事業

と、高齢者に対する高齢者外出支援タクシー利

用助成事業、高齢者外出支援バス利用助成事業

を行っています。

期限の過ぎたタクシー券、バス券は担当課に

返却してください。

交付枚数（上限枚数） 

社会福祉課 
蕁 36─1151

健康支援課 
蕁 36─1152

・印鑑 
・身体障害者手帳または療育手帳 

・印鑑 
　※タクシー券の申請書には、民生委員による確認項目があ 
　　 ります。地区の民生委員に記入を依頼してください｡ 

・助成券 ・助成券 
・利用助成券交付者カード　1枚 

　交付決定の月によって、助成券の枚数が変わります｡ 
タクシー券 

バ　　ス券 

670円 670円 150円 

高齢者外出支援タクシー 高齢者外出支援バス 福祉タクシー 

決定月 

枚　数 

4月から7月 8月から11月 12月から3月 

30枚（48枚） 20枚（32枚） 10枚（16枚） 

決定月 

枚　数 

4月から6月 7月から9月 10月から12月 

100枚 75枚 50枚 

1月から3月 

25枚 

健康支援課、市民課、支所 社会福祉課、市民課、支所 

問い合わせ 

申　請　場　所 

申請に必要なもの 

交　付　形　態 

助成額（1回につき） 

※（　）内は腎臓機能障 
　害1級のみ 

 
65歳以上で①から④のすべてに該当しますか？ 
①要介護（要支援）認定を受けていない 
②前年度の市町村民税が本人非課税または、運転免許返納 
　者（運転経歴証明書など所持者）である 
③福祉タクシーの助成を受けていない 
④高齢者外出支援タクシーの助成を受けていない 

65歳以上で①から④のすべてに該当しますか？ 
①要介護（要支援）認定を受けていない 
②前年度の市町村民税が本人非課税または、運転 
　免許返納者（運転経歴証明書など所持者）である 
③申請者本人が自家用車を所有していない 
　※病気などの理由で運転することができない場 
　　合は、所有していないものとみなします｡ 
④高齢者外出支援バスの助成を受けていない 

 

は　い 

は　い 

は　い 

高齢者外出支援 
バス対象者です 

高齢者外出支援 
タクシー対象者です 

いいえ 
助成の対象になりません 

いいえ 

いいえ 

①タクシー券の利用を希望 　 
　次の手帳を持っていますか？ 
　身体障害者手帳　1・2級 
　療育手帳　　狢、狢の1、狢の2、 
　　　　　　　Ａの1、Ａの2

②バス券の利用を希望 

助成券の選び方  

助成対象者 

申請と交付 

福祉タクシー 
対象者です 
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１
月
８
日
（
日
）、
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ

ー
ル
で
平
成
24
年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

新
成
人
３
５
９
人
が
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。

一
磨
さ
ん
（
富
山
地
区
）
と
栗
原
雅
典
さ

ん
（
和
田
地
区
）
か
ら
「
新
成
人
の
誓
い
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
則
友
さ
ん
は
東
日

本
大
震
災
に
ふ
れ
、「
震
災
を
将
来
に
伝
え
、

家
族
や
友
だ
ち
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
」。
栗
原
さ
ん

は
、「
何
を
も
っ
て
成
人
に
な
る
か
を
考
え
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
生
き
て
い

き
た
い
。
い
つ
の
日
か
南
房
総
の
地
、
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
続
け
る
」。
と
そ
れ
ぞ
れ
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
撮
影
を
行
っ
た
あ
と
に
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
安
房
八
幡

は
ち
ま
ん

太
鼓
の
演
奏

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
力
強
い
和
太
鼓
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
と
題
し
、
生

ま
れ
た
年
の
出
来
事
や
中
学
時
代
の
写
真

な
ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

懐
か
し
さ
に
会
場
内
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。式

典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
則
友

希
望
を
胸
に
　
門
出
を
祝
う

栗原雅典さん 則友一磨さん

新成人の皆さん

安房八幡
はちまん

太鼓の演奏が新成人を祝いました

会場にはたくさんの新成人が集まりました

祝祝
成成
人人

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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功
績
者
に
は
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
･
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
退
職
報
償
　
銀
杯

前
第
４
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
加
藤
正
博

前
第
２
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
南
　
裕
之

前
第
５
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
石
井
淳
一

前
第
５
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長
　
山
口
訓
史

前
第
７
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
佐
藤
達
也

前
第
７
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
石
井
伸
二

前
第
２
支
団
第
２
分
団
　
副
分
団
長

内
海
裕
史

前
第
５
支
団
第
２
分
団
　
副
分
団
長

加
藤
広
行

前
第
５
支
団
第
３
分
団
　
副
分
団
長

野
口
孝
志

前
第
５
支
団
第
５
分
団
　
副
分
団
長

早
川
満
之

前
第
７
支
団
第
１
分
団
　
副
分
団
長

間
宮
英
和

前
第
７
支
団
第
２
分
団
　
副
分
団
長

植
田
敏
明

前
第
７
支
団
第
３
分
団
　
副
分
団
長

長
谷
川
鶴
人

前
第
２
支
団
第
２
分
団
　
班
長
　
　
座
間
広
樹

前
第
４
支
団
第
２
分
団
　
班
長
　
　
宇
山
隆
一
　

前
第
４
支
団
第
４
分
団
　
班
長
　
　
堀
川
清
志

前
第
５
支
団
第
２
分
団
　
班
長
　
　
木
村
博
幸

前
第
５
支
団
第
５
分
団
　
班
長
　
　
栗
原
　
実

前
第
７
支
団
第
１
分
団
　
班
長
　
　
山
本
竜
治

前
第
７
支
団
第
３
分
団
　
班
長
　
　
黒
川
浩
道

前
第
７
支
団
第
４
分
団
　
班
長
　
　
吉
田
　
稔

千
葉
県
知
事
　
功
労
章

第
７
支
団
　
　
　
　
　
副
団
長
　
　
佐
久
間
真
一

第
４
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
加
藤
英
樹

第
６
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
近
藤
津
世
志

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

根
本
忠
夫

千
葉
県
知
事
　
精
勤
章

第
３
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
小
芝
剛
史

第
４
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
木
曽
伸
也

第
５
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
志
村
　
仁

第
５
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
小
山
俊
行

第
７
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
平
野
博
之

第
７
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
小
泉
哲
也

千
葉
県
消
防
協
会
長

功
労
章

第
４
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
石
井
弘
一

第
４
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
浅
沼
　
操

第
５
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長
　
　
山
本
哲
弥

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

川
上
賢
二

千
葉
県
消
防
協
会
長

精
勤
章

第
２
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
川
名
　
誠

第
２
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
井
野
雅
之

第
２
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
高
橋
秀
貴

第
２
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
渡
邉
貴
司

第
７
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
岡
田
高
広

第
７
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
真
田
和
宏

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

森
　
　
誠

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

森
純
治
郎

南
房
総
市
長
章
　
感
謝
状

富
浦
町
岡
本
青
年
会

１
月
５
日
（
木
）、
千
倉
総
合
運
動
公
園

で
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
田
弘
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団

員
２
３
４
人
が
参
加
し
、
関
係
者
や
多
く

の
来
賓
が
見
守
る
な
か
、
服
装
点
検
や
ポ

ン
プ
車
操
法
演
技
を
行
い
、
寒
空
の
も
と

規
律
正
し
い
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
災
害
の
発
生
に
お
け
る

消
防
団
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
な
か
、
団

員
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
住
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
、
ま
す
ま
す
の
努
力
を
期

待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

規律正しい分列行進を披露する消防団員

安全的確なポンプ車操法演技

まちの話題　こんなことがありました

１
月
21
日
（
土
）、
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
内
房
商
工
会
（
和
泉
善
久
会
長
）、
朝

夷
商
工
会
（
川
名
浩
司
会
長
）、
市
の
３
団

体
に
よ
る
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
約

２
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
石
井
市
長
か
ら
、

「
南
房
総
食
品
卸
売
市
場
の
整
備
、
商
工
業

事
業
者
へ
の
緊
急
支
援
、
公
共
施
設
の
再

編
な
ど
合
併
し
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
り
、
創
造
性
を
高
め
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
叙
勲
・
褒
章
受

章
者
の
紹
介
、
来
賓
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、

新
春
賀
詞
交
歓
会
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12
月
21
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
第
61

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
千
葉
県

推
進
委
員
会
委
員
長
感
謝
状
贈
呈
式
で
、

前
保
護
司
の
生
稲
謹
爾
さ
ん
（
富
浦
地
区
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

生
稲
さ
ん
は
、
南
房
総
市
富
浦
地
区

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
協
議

会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
毎
年
７
月
の
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
に
合

わ
せ
、
富
浦
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に

「
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
19
年
間
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
保
護
司
と
し
て
も
長
年
に
わ
た

り
尽
力
し
、
保
護
観
察
、
環
境
調
整
、
犯

罪
や
非
行
防
止
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
生
稲
さ
ん
が
初
め

て
で
す
。

12
月
13
日
（
火
）、
館
山
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
と
千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局

は
、
三
芳
小
学
校
（
青
木
和
詳
校
長
）
の

４
年
生
児
童
32
人
を
対
象
に
、
い
じ
め
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
「
人
権
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

人
権
教
室
は
、
小
学
生
の
児
童
を
対
象

に
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
人
権
尊
重
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
中
村
勝
人
さ
ん
が
講

師
と
な
り
、
人
権
ビ
デ
オ
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

を
視
聴
し
な
が
ら
、
い
じ
め
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
心
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

悲
し
か
っ
た
と
思
う
」、「
い
じ
め
を
見
て

い
る
子
は
、
助
け
て
あ
げ
た
い
け
ど
自
分

も
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
何
も
言
え

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、「
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
子
」「
い
じ
め
て
い
る

子
」「
い
じ
め
を
見
て
い
る
子
」
そ
れ
ぞ

れ
の
気
持
ち
に
な
っ
た
意
見
が
次
々
と
出

ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
千
葉

県
推
進
委
員
会
委
員
長
か
ら
感
謝
状

〜
育
も
う
人
権
の
心
〜

人
権
教
室
を
開
催

推進委員長の森田知事から
感謝状を受け取った生稲さん（左）

三芳小学校で行われた人権教室

まちの話題　こんなことがありました

｢2月のパーマーズファーム｣ 和田剛志さん（千倉地区）

表紙作品は、シェイクスピアカントリーパークで描きまし
た。園内にはイギリス風の建物や公園があり、外国に行った
ような気持ちになります。何度も絵を描きに行っているので
公園に愛着があります。
初めてパステル画で描いた記念すべき作品です。大きさは

Ｆ8号です。

今月の表紙

乾
杯
後
は
和
や
か
に
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

叙勲・褒章受章者の皆さん
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12
月
20
日
（
火
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
木

更
津
営
業
支
店
か
ら
「
電
話
お
願
い
手

帳
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が
電
話
を

か
け
た
い
と
き
、
要
件
や
連
絡
先
な
ど

を
書
い
て
近
く
の
人
に
協
力
を
お
願
い

す
る
た
め
の
手
帳
で
す
。

市
民
課
、
社
会
福
祉
課
、
支
所
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

夏
の
観
光
Ｐ
Ｒ
特
別
企
画
と
し
て
昨

年
８
月
に
放
送
さ
れ
た
南
房
総
市
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
ポ
ー
ズ
を
と
る
海
女
」
が
、

第
51
回
全
日
本
Ｃ
Ｍ
放
送
連
盟
（
Ａ
Ｃ

Ｃ
）
２
０
１
１
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
・
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
部
門
で
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

92
本
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
昨
年
放
送
さ
れ
た
す
べ
て
の
Ｃ
Ｍ
か

ら
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
最
高
峰
の

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
は
市
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
南
房
総
い
い
と
こ
ど
り
」（
映
像
で
見

る
南
房
総
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
房
総
市
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
ま
し
た

まちの話題　こんなことがありました

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
と
は

乳
児
の
い
る
家
庭
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
よ
う
、
同
じ
地
区
に
住
む
主

任
児
童
委
員
と
保
健
推
進
員
が
「
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
」
と
し
て
自

宅
を
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
す
。
不
安
な
こ
と

や
心
配
な
こ
と
に
つ
い
て
助
言
し
た

り
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

対
象

生
後
４
か
月
か
ら
５
か
月
ま
で

の
乳
児
が
い
る
家
庭
で
、
市
の
保
健
師

に
よ
る
新
生
児
訪

問
の
際
に
、「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
員
」
に
よ

る
訪
問
を
希
望
し

た
家
庭
。

訪
問
ま
で
と
訪
問
後
の
流
れ

①
市
か
ら
同
じ
地
区
に
住
む
訪
問
員

へ
、
希
望
す
る
家
庭
を
連
絡
し
ま
す
。

②
訪
問
員
が
家
庭
へ
電
話
を
し
、
訪
問

日
を
予
約
し
ま
す
。

③
訪
問
員
が
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

④
訪
問
後
、
保
護
者
へ
の
助
言
の
補
足

な
ど
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
保
健
師
が

対
応
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
ど
ん
な
人

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
立

場
で
主
に
子
ど
も
（
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
）
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る

人
で
す
。

子
ど
も
の
し
つ
け
や
成
長
の
悩
み
・

い
じ
め
・
非
行
不
登
校
な
ど
、
子
ど
も

自
身
に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
育
児
不
安
・
育
児
の
仲
間
づ
く

り
・
親
子
関
係
・
親
が
抱
え
る
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

保
健
推
進
員
は
ど
ん
な
人

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健

や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
で
す
。

乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

〜
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
〜

健
康
だ
よ
り
健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

電
話
お
願
い
手
帳

上野副市長に手帳を渡す松崎支店長（左）

テレビで放送されたＣＭ映像
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地産地消運動2011の 
料理コンテスト 
入賞作品です 

南房総食材使用 

～料理コンテスト入賞作品～ 第4回 
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総 
食材使用 

江渕 菜々子さん（三芳中学校1年）

材料（8人分）
まほろばポーク 180g、玉ねぎ 小1個、にんじん 小1本、さつまいも
小1個、ピーマン 1個、ナス 小1個、オクラ 2本、カボチャ 小8分の1
個、カレールウ 1箱（6皿用）、ミニトマト・バジル 適量、油 適量、
塩・こしょう 適量

審査員特別賞 「まほろばのめぐみスペシャルカレー」

作り方

①　野菜は切りそろえ、さつまいもを水にさらす。フライパンに油を引

き、玉ねぎ、にんじんを炒める。分量の水を入れた深鍋に野菜を入

れ、中火にかけておく。

②　フライパンに油を足し、肉を炒めてから深鍋に入れ、沸騰してから10分位煮る。水にさらしておいたさつ

まいもを入れ、5分位煮たら火を止めカレールウを入れ再び弱火にかける。一煮立ちしたら火を止める。

③　飾り用のピーマン・なす・オクラ・カボチャを多めの油で炒め、塩、こしょうをしておく。彩りよく盛り

付け、ミニトマトやバジルなどを添えてできあがり。

材料（4人分）
完熟トマト 2個、アジ 4匹、玉ねぎ 中1個、ナス
1個、坊ちゃんカボチャ 4分の1個、カレールウ
適量、しょうが・ニンニク 各1片、水 550cc、
小麦粉・カレー粉 適量、油 適量、牛乳 大さじ2、
オクラ 6本、ミニトマト 8個

審査員特別賞

「自家製夏野菜と
あじカレー」

作り方
①　湯むきして種を取り除いた完熟トマト、しょう
が、ニンニクをみじん切りにする。玉ねぎは好
きな大きさにカットする。フライパンに油を引
きこれらを炒め、蓋をして弱火で5分煮る。

②　①に水を入れ沸騰したらカレールウを入れてさ
らに煮込み、好みのとろみがついたら牛乳を入
れ火を消す。

③　アジは3枚におろし、小骨を取り一口大に切る。
④　ナスは1㎝位の輪切りにして水にさらしアクを
ぬく。カボチャは一口大に切り、電子レンジで
少し柔らかくする。オクラはゆでて一口大に切
っておく。

⑤　小麦粉にカレー粉を混ぜ、アジとナスとカボチ
ャに薄くつけ、油を引いたフライパンで焼く。

⑥　⑤を②のカレーに軽く混ぜる。皿にご飯とカレ
ーを盛り、オクラとミニトマトをトッピングし
てできあがり。

小池 彩佳さん
（白浜小学校4年）

材料（6人分）
イセエビ 300g、エリンギ 80g、鶏もも肉 200g、
ナス150g、にんじん 100g、玉ねぎ 250g、ピー
マン 30g、じゃがいも 100g、モッツァレラチー
ズ 100g、カレー粉 150g、水 750cc、油 大さじ
2、酒 適量、塩・こしょう 適量、ご飯 1200g

審査員特別賞

「夏野菜とイセエビの
焼きカレー」

作り方
①　イセエビを割って、頭と身の部分に分ける。鶏肉、
野菜を一口大の大きさに切る。鍋に水とイセエビ
の頭を入れて沸騰させる。

②　フライパンに油を引き、イセエビの身の部分を
入れ、塩・コショウ、酒を入れて焼く。エビを
取り出し、そのフライパンでピーマンを炒め、
同様に取り出しておく。

③　鍋に油を引いて、塩・こしょうをした鶏肉と野
菜を炒める。少し火が通ったら、①のエビ汁を
入れて、15分位アクを取りながら煮込む。

④　一旦火を止めてカレー粉を入れ、とろみがつく
まで煮込む。

⑤　グラタン皿に油を引き、ご飯を入れカレーをか
ける。その上にモッツァレラチーズ、イセエビ、
ピーマンをのせ、オーブントースターでチーズ
がとろけるまで5分くらい焼いてできあがり。

安西 智哉さん
（白浜小学校5年）
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Ｎo.56

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

～家庭や職場で省エネ対策に取り組みましょう～
2月は寒さが厳しくなり、電気や灯油などのエネルギー使用量が多くなります。エネルギ
ーを使い過ぎると、たくさんの二酸化炭素（CO2）が排出され、地球温暖化の原因となる温
室効果ガスを必要以上に増やしてしまいます。エネルギーを上手に使えば、CO2の排出量を
減らすことができ、地球環境や家計の負担軽減につながります。
省エネ対策は、家庭や職場で取り組むことができます。一人ひとりができることから実践
しましょう。

無理なくできることから実践してみましょう

2月は、省エネルギー月間です

『合言葉　「節電タイム」 家庭でも』
【今月の環境標語】環境標語コンテスト優良賞

千倉中学校1年　小野寺佑果さんの作品
＜標語の趣旨＞ 私たちの中学校では、毎日お昼休みの時間に「節電タイム」を行って
いるので、家庭でも心がけてほしいと思って作りました｡

家庭や職場でできる省エネ対策

●使っていない部屋の照明や不要
な照明は消しましょう｡蛍光灯
などを買い替える際は、省エネ
型のものを検討しましょう｡

●重ね着やひざ掛けなどを利用し
て、暖房器具の使用を控えまし
ょう｡

●暖房器具は、20℃を超えないよ
うに設定しましょう｡扇風機な
どを併用して室内の温度を循環
させ、効率よく暖めましょう｡

●使用していないパソコンやコピ
ー機などは、省エネ機能を活用
するか電源を切りましょう｡

統一省エネラベル●通勤や通学の際、なるべく公共
交通機関を利用しましょう｡自
動車を運転するときは、ふんわ
りアクセルやアイドリングスト
ップなどのエコドライブを実践
しましょう｡

●家電製品を買い替えるときは、
「省エネ性マーク」や「統一省
エネラベル」を見て環境に配慮
した製品の購入を検討しましょ
う｡



ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
環
境
に
恵
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
に
代
わ
っ

て
、
一
時
的
、
あ
る
い
は
継
続
的
に
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
愛
情
深
く
育
て

て
く
れ
る
人
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

君
津
児
童
相
談
所
に
申
請
し
、
認
定

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
児
童
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

里
親
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
子
育
て

支
援
課
へ
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

子
育
て
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
３

君
津
児
童
相
談
所

蕁
０
４
３
９
│
55
│
３
１
０
０

問

112012年2月号

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
1月24日（火）に実施されました
●「（仮称）和田地域拠点施設」の建築工事が始まります

1月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手

当
を
受
給
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
受
給

し
て
い
た
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

期
限
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
平
成
23

年
10
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
ま

す
。
期
限
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法

子
ど
も
手
当
認
定
請
求

書
、
申
請
者
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を

持
っ
て
子
育
て
支
援
課
、
市
民
課
、
千

倉
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
に
は
、
昨
年
11
月
に
認
定
請

求
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

申
請
期
限

３
月
30
日
（
金
）

子
育
て
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
３

里
親
と
は

保
護
者
の
病
気
や
家
出
な
ど
、
さ
ま

問

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

里
親
制
度

〜
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
〜

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

障害がある人の差別についての相談
障害がある人に対する差別に関するさまざまな相談に、地域相談員が応じます。

地域相談員 

 

氏　　名 

武半　　彌 

川名　洋子 

山本　　力 

小澤冨美子 

 

33－3426 

47－2120 

46－2711 

57－2244

午前10時～午後4時 

午前9時～午後6時 

午前6時～午後8時 

早朝・深夜を除く 

電話番号 相談の時間帯（平日） 氏　　名 

石井　賢爾 

武田　竹志 

47－4594 

33－4192 

 

36－4888

午前10時～午後4時 

午前10時～午後4時 

 

午前9時～午後5時 

電話番号 相談の時間帯（平日） 
けん  じ 

安房地域生活支援センター 

岡田まゆみ 
川名　茂喜 

たけ  ば わたる 

よう こ 

つとむ 

ふ　み　こ 

社会福祉課　蕁 36－1151問



融
資
額

学
生
、
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

対
象
者

対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
、
在
学
す
る
人
の
保
護
者
で
、

世
帯
収
入
が
所
定
の
金
額
以
下
の

人利
率

年
２
・
55
％

返
済
期
間

15
年
以
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
館
山
支

店
　
蕁
22
│
２
９
１
１

昨
年
、
台
風
12
号
で
被
害
を
受

け
た
和
歌
山
県
被
災
地
へ
の
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

方
法

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
窓
口

口
座
番
号

０
０
９
６
０
│
５
│
１
１
２
９

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
和
歌

山
県
支
部
台
風
12
号
義
援
金

通
信
欄

和
歌
山
県
台
風
12
号
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限

３
月
30
日
（
金
）

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

蕁
０
４
３
│
２
４
１
│
７
５
３
１

問 問

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る
「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
の
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

調
査
対
象

千
倉
地
区
（
南
朝
夷
）

と
丸
山
地
区
（
安
馬
谷
・
古
川
）

の
一
部
の
世
帯

調
査
期
間

３
月
か
ら

７
月
ま
で
　
　
　
　
　

県
総
合
企
画
部
統
計
課
　

蕁
０
４
３
│
２
２
３
│
２
２
２
０

問
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
加
入
補
助
金
申

請
の
受
け
付
け
が
３
月
30
日
（
金
）

で
終
了
し
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
フ
レ
ッ
ツ
光
加

入
の
際
に
か
か
っ
た
初
期
費
用
の

一
部
で
す
。
個
人
で
も
法
人
で
も

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
書
と
添
付
書
類

を
情
報
推
進
課
ま
た
は
支
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
推
進
課
、
支

所
に
あ
り
ま
す
。

添
付
書
類

工
事
料
金
等
内
訳

書
、
開
通
の
ご
案
内

光
フ
ァ
イ
バ
ー
加
入
補
助

金
は
３
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

労
働
力
調
査
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

和
歌
山
県
台
風
12
号
災

害
義
援
金
〜
受
付
期
間

が
延
期
さ
れ
ま
し
た
〜

国
の
教
育
ロ
ー
ン

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

フ
レ
ッ
ツ
光
と
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
提
供
す
る
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
高
速
で
安
定
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
配
信
も
楽
し
め
ま

す
。

選
べ
る
プ
ラ
ン

・
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト

た
く
さ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
人
や
動
画
を
楽
し
み
た

い
人
に
は
い
く
ら
使
っ
て
も
月
々

５
４
６
０
円
の
ネ
ク
ス
ト
が
お
す

す
め
。

下
り
回
線
　
２
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

上
り
回
線
　
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

・
フ
レ
ッ
ツ
光
ラ
イ
ト

２
段
階
定
額
制
で
月
々
２
９
４

０
円
か
ら
始
め
ら
れ
、
上
限
額
が

６
０
９
０
円
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
機
会
の
少
な
い
人
や
フ
レ

ッ
ツ
テ
レ
ビ
を
中
心
に
利
用
す
る

人
に
お
す
す
め
。

下
り
回
線
　
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

上
り
回
線
　
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

情
報
推
進
課
　

蕁
33
│
１
０
０
３

問

補助内容と金額 

補助内容 

光回線契約料 840円 

 2,940円 

加入電話利用休止工事費 

加入電話同番移行工事費 

1,050円 

2,100円 

補助金額 

オプティキャスト利用登録料 
（フレッツ・テレビ） 

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
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広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
の
有
料

広
告
と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
書
や
掲
載
要
綱
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
推
進
課
に

あ
り
ま
す
。

・
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

掲
載
枠

縦
45
ミ
リ
×
横
86
ミ
リ

掲
載
料

裏
表
紙
１
か
月
１
万
円

（
カ
ラ
ー
）、
中
ペ
ー
ジ
１
か
月
８

千
円
（
２
色
）

３
か
月
以
上
連
続
掲
載
で
、

５
％
か
ら
20
％
の
割
り
引
き
が
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み

随
時
受
付

４
月
号
は
２
月
29
日
（
水
）
ま

で
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

掲
載
枠

▽
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
３
０
ピ
ク
セ
ル
▽
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た

は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
▽
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以

下掲
載
料

１
か
月
１
万
円
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
下
段
）

市
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
広
告
を
掲
載
し
ま

せ
ん
か

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

申
し
込
み

随
時
受
付

情
報
推
進
課

蕁
33
│
１
０
０
３

４
月
か
ら
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
運
営
や
地
域
づ
く
り
に
携
わ

る
、
地
域
づ
く
り
支
援
員
（
非
常

勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

14
人

（
各
地
区
２
人
）

仕
事
の
内
容

地
域
づ
く
り
協
議

会
の
運
営
、
事
業
の
推
進
、
地
域

調
査
、
団
体
と
の
連
携
調
整
な
ど

勤
務
先

地
域
づ
く
り
協
議
会
事

務
局

応
募
方
法

市
民
協
働
課
に
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

募
集
期
限

３
月
23
日
（
金
）

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

青
少
年
室

蕁
０
４
３
│
２
２
３
│
２
２
９
１

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

問

募
集
期
限

２
月
29
日
（
水
）

市
民
協
働
課

蕁
33
│
１
０
０
５

世
界
各
国
の
青
年
と
交
流
し
、

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精
神

を
身
に
付
け
た
青
年
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
青
年
国
際
交

流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。詳

し
い
事
業
内
容
や
応
募
資
格

は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
応
募
書
類
を

問

地
域
づ
く
り
支
援
員
を

募
集
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
参

加
者
募
集

節電にご協力をお願いします



広　告広　告

広　告

れ
る
舞
、
忽こ
っ

戸と

の
三
番
叟

さ
ん
ば
そ
う

、
神
余
か
な
ま
り

鞨か
っ

鼓こ

舞ま
い

、
若
荻
会

わ
か
お
ぎ
か
い

に
よ
る
民
謡
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
南
総
里
見

ゆ
か
り
の
品
々
や
、
万
祝

ま
い
わ
い

な
ど
伝

統
工
芸
品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

入
場
料

無
料

南
総
文
化
ホ
ー
ル
　

蕁
22
│
１
８
１
１

問

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください
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障
害
の
あ
る
人
が
将
来
に
向

け
て
計
画
的
に
円
滑
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
第
３
期
南
房
総
市
障
害
福
祉
計

画
」（
素
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
案
に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

閲
覧

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、

支
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

期
限

２
月
18
日
（
土
）

提
出

指
定
用
紙
に
意
見
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
社
会
福
祉
課
、
市
民

課
、
支
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課
　

蕁
36
│
１
１
５
１

と
き

２
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ

南
総
文
化
ホ
ー
ル

内
容

白し
ら

間
津
ま

づ

の
大
祭
お
お
ま
ち

で
行
わ

問

す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、「
南
房
総
市
第
６
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」（
素
案
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

閲
覧

健
康
支
援
課
、
市
民
課
、

支
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

期
限

２
月
17
日
（
金
）

提
出

指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙

は
、
健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
支

所
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

健
康
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
２

問

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
案
へ
の
意

見
募
集

障
害
福
祉
計
画
案
へ
の

意
見
募
集

安
房
の
伝
統
芸
能
ま
つ
り

も
よ
お
し 

も
よ
お
し 

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
携　帯
サイト

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

ゴミや不用品の処分でお困りの時は、 にお任せ下さい 

～地球に優しい環境造りのお手伝い～ 

OKABE CONSTRYCTION CO.LTD.  

ISO9001 
ISO14001
認証取得 

TEL 0470－36－2266
千葉県館山市亀ヶ原890-1  

http://www.okabe-c.co.jp

南房総ファミリアクリニック 

蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

診療時間 
  9：00～12：00 
14：30～18：00

内　　　科 
月 
○ 
○ 

火 
○ 
○ 

水 
○ 
○ 

木 
○ 
○ 

金 
○ 
○ 

土 
○ 
○ 

診療時間 
  9：00～12：00 
13：00～15：30

整 形 外 科 
月 
／ 
／ 

火 
／ 
／ 

水 
／ 
／ 

木 
○ 
○ 

金 
／ 
／ 

土 
／ 
／ 

診療時間 
  8：40～12：00

小児科・皮膚科 
月 
／ 

火 
○ 

水 
○ 

木 
／ 

金 
○ 

土 
○ 

診療のご案内 

月～土曜日  午前・午後 
（午後6時まで診察） 

内 科 



弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管

理
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
が
応
じ
ま
す
。

と
き

２
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

蕁
０
４
３
│
２
２
５
│
４
５
６
７

問

152012年2月号

昔
む
か
し
、
岡
本
城
を
守
っ
て
い
た
里
見
の
大
将
が
相
模
か
ら
美
し
い

お
嫁
様
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

お
嫁
様
の
名
は
鶴
姫
と
い
い
、
船
で
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
小

さ
な
船
だ
っ
た
た
め
、
海
が
穏
や
か
で
あ
る
よ
う
に
と
、
観
音
様
を
持
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

お
嫁
様
は
心
の
優
し
い
方
で
、
岡
本
浦
の
沖
を
通
る
船
が
み
ん
な
無
事

で
あ
る
よ
う
に
と
、
城
山
か
ら
海
へ
突
き
出
た
岬
に
、
そ
の
観
音
様
を
お

祀ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

お
祀
り
さ
れ
た
観
音
様
も
、
優
し
い
御
心
を
お
持
ち
で
し
た
か
ら
、
沖

の
船
を
分
け
隔
て
な
く
お
守
り
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
岡
本
浦
も
た

い
そ
う
栄
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
く
年
か
過
ぎ
、
お
嫁
様
が
亡
く
な
り
、
ま
た
い
く
年
か

過
ぎ
、
立
派
だ
っ
た
岡
本
城
が
廃
墟
に
な
り
世
が
変
わ
り
ま
す
と
、
優
し

か
っ
た
観
音
様
が
す
っ
か
り
お
変
わ
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
相
模
に

帰
り
た
い
」
と
叫
ん
で
は
海
を
荒
ら
し
、

沖
に
さ
し
か
か
っ
た
船
へ
難
儀
を
与
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

恐
れ
お
の
の
い
た
村
人
た
ち
は
、
観

音
様
に
里
心
が
出
た
に
違
い
な
い
と
考

え
、
観
音
様
を
海
の
見
え
な
い
豊
岡
の

海
禅
寺
に
移
し
て
お
祀
り
し
、
御
心
を

鎮
め
ま
し
た
。

第70話
生稲謹爾

「鶴姫の観音」

そ
う
だ
ん 

そ
う
だ
ん 

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

放射能量
測定結果

採取場所 南房総広域水道企業団大多喜浄水場　　
市内3か所の浄水場　　　　　　　　　

放射性ヨウ素 不検出　放射性セシウム 不検出

採取場所 岩井海岸（富山地区）、
瀬戸浜海岸（千倉地区）

放射性ヨウ素 不検出　放射性セシウム 不検出

※土壌の安全基準は定められていませんが、厚生労働省「放射能
汚染された食品の取り扱い」は、飲料水・牛乳は200Bq／㎏、
野菜・穀類・肉・卵などは500Bq／㎏を暫定規制値としていま
す。今回検出された数値は、この暫定規制値を下回っており、
通常の教育活動をして差し支えないものと判断しています。

採取場所 放射性ヨウ素 
放射性セシウム 

富浦中学校 

富山中学校 

三芳中学校 

白浜中学校 

千倉中学校 

丸山中学校 

和田中学校 

 

 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

13 

12 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

21 

22 

13 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

34 

34 

13 

不検出 

134 137 合計 

（Bq/kg） 

● 水道水（1月24日採取）

● 海水（1月26日採取）

● 土壌（1月24日採取）

水道水　　 水道課 蕁 46－2953
海　水 環境保全課　蕁 33－1053
土　壌 教育総務課　蕁 46－2961

問

海禅寺

総人口（－64） 
42,573人 

男（－27） 
20,474人 
女（－37） 
22,099人 
世帯数（－14） 
17,148世帯 

出生 17人 

死亡 101人 

転入 73人 

転出 53人 

人口の動き （平成24年2月1日現在） 
（　）内は前月比 



16 2012年2月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
２
月
号

平
成
24
年
２
月
９
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簀

まほろば夢楽
む ら

まつりを開催

〜
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
み
よ
し
」
〜

会
長
　
田
村
榮
　
会
員
35
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

「となりのみよちゃん」で
ままごとを楽しむ子どもたち

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

地
域
づ
く
り
協
議
会
「
み
よ
し
」
は
、
三
芳
地
区
を
住

み
よ
く
す
る
た
め
に
、「
み
つ
け
よ
う
　
よ
き
人
の
和
と

し
ぜ
ん
の
恵
み
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
昨
年
４
月
24

日
に
発
足
し
ま
し
た
。

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
昨
年
７
月
に
「
ま
ほ
ろ
ば

夢む

楽ら

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
神
輿

み
こ
し

や
屋
台
の
披
露
、

安
房
八
幡
は
ち
ま
ん

太
鼓
の
演
奏
、
み
よ
し
烈
華
隊
に
よ
る
演
舞
、

地
元
物
産
の
販
売
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
、

「
と
な
り
の
み
よ
ち
ゃ
ん
」「
親
子
で
み
よ
ち
ゃ
ん
」
を
滝

田
公
民
館
で
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
三
芳
の
魅
力
を
紹

介
す
る
「
み
よ
し
探
訪
」
講
座
や
、
公
共
的
な
施
設
の
草

刈
り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
み
よ
し
」
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
三
芳
を
「
世
代
を
超
え
た
笑
顔
あ
ふ
れ

る
地
域
」
に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

「
み
よ
し
」
事
務
局
（
三
芳
支
所
内
）

蕁
36
―
４
７
４
８

問

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

保険診療 
イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

自費診療 
医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　薔 0120-897-990
http://www.wakagaeru.jp

1号　10,000円/月
料金割引　5％～最大20％OFF

広告募集中

※　3か月連続で5％割引
※　10か月～12か月連続で20％割引

れ
っ

か

た
い


